
第 号

7月31日発行
2019 年

55

　

６
月
21
日
、
津
和
野
体
育
館
に
お
い
て
「
第
21
回
合

同
ふ
れ
あ
い
の
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
津
和
野
・
木
部
・
畑
迫
・
名
賀
・
小
川
の

５
地
区
で
開
催
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
が
、
毎

年
１
回
、
全
地
区
の
利
用
者
が
集
ま
り
、
交
流
を
深
め

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
出
し
物
な
ど
が
あ
り
、
ど

の
地
区
も
す
ば
ら
し
い
演
技
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
演

目
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
格
好
に
扮
し
て
踊
り
を
披

露
し
た
「
隣
組
」
や
息
の
あ
っ
た
銭
太
鼓
な
ど
が
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

と
ん
だ
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か

ら
は
、
玉
入
れ
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
が
あ
り
、
参
加

者
の
み
な
さ
ん
も

と
て
も
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

第
21
回

　
　

合
同
ふ
れ
あ
い
の
場

笑顔　ふれあい
楽しさ いっぱい
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　元号も令和と改まり新しい時代を向かえ、町民の皆様におかれましてはますますご健
勝にてお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　このたび、はからずも津和野町社会福祉協議会の会長の重責を担うこととなりました。
もとより浅学非才ではございますが、誠心誠意皆様の付託にこたえられるよう努めて参
りたいと思いますので、町民の皆様はじめ関係各位におかれましては前会長が賜りましたご厚情同様ご指導ご
鞭捷をよろしくお願い申し上げます。
　さて、本町の情勢は、依然として人口の減少、少子高齢化が進んでいます。このような状況において地域福
祉の課題も多様となっております。また、平成25年の大水害以降、本町では大きな災害等は発生しておりませ
んが、県内および全国各地においてはさまざまな災害が後を絶たず、安全安心への備えが必要となっています。
このような状況の中、社会福祉協議会の役割は、大変重大であると認識しております。本会の使命である「みん
なが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくり」を念頭に役職員の協力を得ながら町民の皆様のご期待に沿
えるよう努力して参る所存ですので、ご指導ご鞭捷を重ねてよろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、社会福祉協議会は町民の皆様のものとの認識に沿って活動して参りたいと思います。
以上私の思いの一端を述べまして、就任のごあいさつとさせていただきます。

社会福祉法人津和野町社会福祉協議会　会長　内　谷　澄　男

就任のごあいさつ

役 職 名 氏　　　　　　　名 住 所 選　　　出　　　区　　　分

会 　 長 内　 谷　 澄　 男 河 　 村 学 識 経 験 者

副 会 長 齋　 藤  　　　 誠 内 　 美 学 識 経 験 者

理 　 事 木　 村　 冨 士 夫 池 　 村 施 設 代 表 者

理 　 事 村　 上　 嚴　 雄 耕 　 田 民 生 児 童 委 員 代 表

理 　 事 吉　 田  　　　 慧 森 　 村 住 民 代 表

理 　 事 大　 庭　 清　 文 青 　 原 住 民 代 表

理 　 事 清　 水　 德　 秀 日 　 原 住 民 代 表

理 　 事 村　 上　 英　 喜 中 曽 野 住 民 代 表

理 　 事 益　 成　 龍　 一 左 　 鐙 住 民 代 表

理 　 事 廣　 石　 洋　 子 中 　 座 住 民 代 表

監 　 事 大　 庭　 知　 子 森 　 村

監 　 事 中　 村　 守　 宏 添 　 谷

津和野町社会福祉協議会 新役員体制

任期：令和元年 6 月 13 日より 2 年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会終結の時。

　役員の改選により、下記のとおり新しい体制となりました。今後とも社協の福祉活動へのご支援、ご協力
をお願いいたします。

　令和元年６月１日付で新しく職員が
採用されました。
　よろしくお願いいたします。

新 職 員 紹 介

訪問介護員　村上　ちひろ
（日原訪問介護事業所）
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平 成３０年 度　事　業　報　告
◎　法人運営事業

○　基本会議（理事会、評議員会、監査会等を開催）
○　会員の状況（平成 31 年 3 月 31 日現在）

一般会員 2,437 名、賛助会員 184 名、団体会
員 29 名

◎　社会福祉推進事業
○　チャリティー囲碁大会 ( 年 4 回開催 )
○　ふれあい俳句サロン（年 12 回開催）
○　第 3 回チャリティーゴルフ大会（7 月 19 日開催）
○　第 21 回ふれあいまつり（9 月 30 日開催）
○　第 38 回津和野町民余芸大会（12 月 9 日開催）
○　ひとり暮らし高齢者誕生日花束贈呈事業（対象

者 469 名）
○　新生児誕生祝品贈呈事業（対象者 20 名）
○　弔慰金贈呈事業（対象者 129 名）
○　災害見舞金贈呈事業（2 件）
○　備品貸出事業（利用件数 845 件 )
○　助成金配分事業（地域福祉会、諸団体へ助成）
○　津和野町地域福祉活動計画の実践

・支え合いマップづくり講演会、研修会の開催
・支え合いマップづくり 4 地区、買い物ツアー

16 回、お茶のみサロン 35 地区

◎　ボランティア振興事業
○　災害ボランティア

・島根県西部地震被災者支援（職員派遣 1 名、
資材貸出）

・西日本豪雨水害被災者支援（職員派遣 2 名、
資材貸出）

・被災者支援ボランティアバスの運行（広島県
坂町 2 回）

○　サマーボランティアスクール（8 月 2 日開催）
○　傾聴ボランティアスキルアップ研修会（8 月 21

日開催）
○　月いちボランティア清掃活動（8 回実施）
○　葉書ボランティア (4 回実施 )
○　しめ縄づくりボランティア（配布個数 133 個）

◎　生活支援事業
○　心配ごと相談事業（開設日数 45 日、相談件数

22 件）
○　無料法律相談（開設日数 11 日、相談件数 27 件）
○　遺言・後見相談（開設日数 12 日、相談件数 4 件）
○　日常生活自立支援事業（利用者 30 名）

○　法人後見業務（受任件数 5 件）
○　民生融金貸付事業（取扱件数 22 件）
○　緊急食糧支援事業（利用件数 24 件）
○　生活福祉資金貸付事業（利用件数 12 件）
○　入居債務保証事業（利用件数 1 件）

◎　津和野町受託事業
○　高齢者配食サービス事業（開設日数 202 日、配

食実数 5,505 食）
○　生活困窮者自立支援事業（新規受付件数 8 件、

延べ支援実績数 179 件）
○　緊急通報装置業務事業（管理 129 台、現況調査

8 回）
○　津和野町生活支援・介護予防体制整備推進事業

・生活支援コーディネーター 1 名配置（平成
31 年 1 月 1 日～）

・協議体の開催（3 回）
・支え合いマップづくり事業への参加（3 地区）

○　地域さんさんサービス事業（開催回数 141 回、
参加人数 3,164 名）

○　ふれあいの場事業（開催回数 225 回、参加人数
1,887 名）

◎　共同募金助成事業
○　手づくり弁当贈呈事業（配布個数 739 個）
○　小学校入学者祝品贈呈事業（児童数 39 名）
○　広報「社協だより」作成事業（年 4 回発行）

◎　介護事業
○　介護予防事業

キラキラ体操教室（36 回開催、参加者延数
255 名）
元 気 ア ッ プ 教 室（12 回 開 催、 参 加 者 延 数
294 名）
地域運動推進員研修会（年 4 回開催、参加者
延数 103 名）

○　居宅介護支援事業所（利用者数 275 名）
○　特定相談支援事業所（利用者数 29 名）
○　訪問介護事業所（利用者数 156 名）
○　障がい者居宅介護事業（利用者数 19 名）
○　障がい者同行援護事業（利用者 2 名）
○　障がい者移動支援介護事業（利用者数 1 名）

（利用者数は平成 31 年 3 月末現在）
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収 入 の 部 金　　額（単位 : 円）

会費収益 2,766,500

寄附金収益 3,491,320

経常経費補助金収益 46,234,560

受託金収益 20,815,900

事業収益 3,843,906

介護保険事業収益 133,504,038

障害福祉サービス等事業収益 34,304,540

その他の収益 729,014

受取利息配当金収益 8,833

その他のサービス活動外収益 111,500

その他の特別収益 68,450

社会福祉振興事業積立金取崩額 6,188,835

器具備品整備積立金取崩額 1,447,425

車輌運搬具整備積立金取崩額 5,201,300

前期繰越活動増減差額 65,208,235

合　　　　計 323,924,356

支 出 の 部 金　　額（単位 : 円）

人件費 172,264,734

事業費 32,824,084

事務費 4,549,172

共同募金配分金事業費 2,614,560

助成金費用 1,795,970

負担金費用 70,000

減価償却費 3,301,802

徴収不能引当金繰入 72,150

その他のサービス活動外費用 26,230

固定資産売却損・処分損 5

社会福祉振興事業積立額 6,190,121

臨時損失補てん積立額 34,595,862

器具備品整備積立額 914,804

車輌運搬具整備積立額 3,072,377

次期繰越活動増減差額 61,632,485

合　　　　計 323,924,356

平成３０年度　決算報告

区　　　　　　　分 金　　　額

一般会費
世帯単位でご協力をお願いしていま
す。

年額 1,000 円
以上

賛助会費
本会の趣旨にご賛同いただける、個人
にご協力をお願いしています。

年額 1,000 円
以上

団体会費
本会の趣旨にご賛同いただける、企業・
団体等にご協力をお願いしています。

年額 5,000 円
以上

令和元年度　社協会費募集のお願い
◇社会福祉協議会（社協）会員とは
　社協の財源は、みなさまからの会費や寄付金、津
和野町や島根県からの補助金や委託金、共同募金会
からの助成金などです。幅広い福祉活動をすすめる
ためには、会員の皆様からの会費が最も貴重な財源
としての役割を果たしています。津和野町の福祉を
より向上していくために、またひとりでも多くの皆
様に地域福祉へ参画していただけるよう、ご協力を
お願いいたします。
　また、社協会費は、福祉の仲間になっていただき
たいという意味合いも持っています。会員になるこ
とで地域福祉を支え、活動に参加することにつなが
ります。

◇募集期間は？　どうやって会員になるの？　
会費の申込み方法は？

　年間を通じて募集をしておりますが、特に、８月
に地区福祉委員のみなさまのご協力を得て、皆様に
ご加入をお願いしております。

◇社協会費の使い途は？
　社協会費は、地域に根ざした福祉活動を進めるた
めの大切な財源として、人件費以外の本会の運営費
および社会福祉推進事業に活用させていただいてお
ります。

◇会費の種類と額は？
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、土地の問題などさまざまな問題に弁護士が助
言します。お気軽にご相談下さい。

　下記の日程で遺言の書き方や相続、成年後見制度などについての相談会を開催します。お気軽にご相談ください。

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈遺言や相続、成年後見制度などについての相談がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

月 日（曜日）
８月 ９日（金） 23日（金）
９月 13日（金） 27日（金）
10月 11日（金） 25日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士
８月23日（金） 日 原 会 場 田 中 弁 護 士
９月20日（金） 津和野会場 山 本 弁 護 士
10月18日（金） 日 原 会 場 羽 柴 弁 護 士

月 日（曜日）
８月 ２日（金） １６日（金）
９月 ６日（金） ２０日（金）
10月 ４日（金） 18日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センターやまびこ
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士：益田ひまわり基金法律事務所	 田中　秀樹　弁護士
	 山陰リーガルクリニック益田事務所	 山本　　尚　弁護士
	 羽柴法律事務所	 羽柴　貴宏　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：13時～16時（１人30分です）
※相談は無料です。※相談には予約が必要です。（電話：７２－１４９４）

○担当相談員：
　網本行政書士事務所　網本行政書士
○時間：13時～ 16時
※相談は無料です。
※予約は不要です。

【法律相談】

【遺言・相続・後見相談】

月　　日 場　　　　　　所
８月７日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）
９月11日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
10月９日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　心配ごと相談・明るい生活相談では電話相談も行っています。対応は相談日の相談時間中（10：00 ～ 12：00）です。
お気軽にご利用ください。

【受付電話番号】	 心配ごと相談　７２－１４９４（ケーブル電話 ＊７２－１４９４）
	 明るい生活相談　７４－１６１７（ケーブル電話 ＊７４－１６１７）
（※社協職員が電話に出ますので、「心配ごと相談（明るい生活相談）へつないでください。」とお申し出下さい。）

　津和野町特定相談支援事業所では、
障がい（身体・知的・精神）のある方や、
そのご家族の方などの悩みや、お困り
ごとについて、保健・医療・福祉の関
係機関と連携し、相談や福祉サービス
の利用のお手伝い・情報提供等の支援
を行います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活
上のさまざまな問題により困窮状態に
ある方に対し、地域の中で自立した生
活が送れるよう、一人ひとりに寄り
添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
電話　本所：７４－１６１７　　津和野支所：７２－１４９４

相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）
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　６月２４日、津和野町福祉センターにおいて恒例のチャリ
ティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の夏塾を開催しました。当日は、
町内外から１７名の参加があり、熱戦が繰り広げられました。
なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会での募金６，２２３円は、赤い羽根
共同募金に寄付されます。

【大会結果】個人の部 優　勝　神野　紀雄（八段）
準優勝　中嶋　宏司（五段）
第三位　鶴　　輝善（五段）

第38回  チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流
を
深
め
、よ
り
豊
か
な
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
俳
句
を
話
題
に
お
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

細
流
の
音
高
く
な
り
初
蛍	

金
子　

眞
次
（
耕
田
）

道
す
が
ら
簾
の
奥
の
声
す
ず
し	

福
増　

泰
資
（
後
田
）

紫
陽
花
の
咲
き
ほ
こ
り
た
る
雨
上
が
り	

世
良　

德
祐
（
森
村
）

畝
に
敷
く
青
葭
少
し
刈
り
に
け
り	

猪
俣　

北
洞
（
森
村
）

か
た
つ
む
り
石
段
の
下
折
り
返
す	

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
中
座
）

あ
か
つ
き
の
雨
に
濡
れ
ゐ
る
花
菖
蒲	

上
山　

純
子
（
高
峯
）

送
別
に
受
け
し
花
束
梅
雨
籠
り	

大
庭　

南
子
（
池
村
）

団体の部 優　勝　山口チーム
　先鋒：佐々木喜次（四段）
　中堅：中嶋　宏司（五段）
　大将：鶴　　輝善（五段）
準優勝　津和野チーム
　先鋒：三浦　美男（三段）
　中堅：三家本鶴生（四段）
　大将：安見　隆義（七段）

日原ホームヘルプボランティアの会
のみなさん、お疲れ様でした

　平成31年 3月をもって25年間の活動を続けてき
た日原ホームヘルプボランティアの会が、解散されま
した。
　日原ホームヘルプボランティアの会は、旧日原町時
代の赤十字奉仕団の活動から始まり、星の里での障
子張りや車イスの清掃、入居者のお話し相手、各地
域でのミニデイサービスの担い手として活動されてこ
られました。
　多い時には90名以上の会員がおられたそうですが、
現在は会員の高齢化などにより会員が減少し、残念
ながら解散となってしまいました。これからは、それ
ぞれの会員が各地域で小さな活動を継続し、地域貢
献をされていかれるそうです。会員のみなさまからは、
これまで活動を支えていただいた町民のみなさまへ
の感謝のお言葉がありましたので、会員のみなさまに
代ってお礼申し上げます。
　日原ホームヘルプボランティアの会のみなさんの長
年の活動に心より敬意を表したいと思います。お疲れ
様でした。
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容

８月３日（土） 午前7時～ 8時 乙雄山・先哲墓地 草刈り

９月７日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ごみ拾い

10月12日（土） 午前8時～ 9時 キ ヌ ヤ 駐 車 場 ごみ拾い

11月２日（土） 午前8時～ 9時 津 和 野 駅 ごみ拾い

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰＯ
などの団体へ送付することにより、福
祉活動の資金や発展途上国の救援活動
資金などに役立てられます。また、書
き損じはがきは、新しいはがきと交換
し、「はがきボランティア」に使用され
ています。ご協力をお願いします。
※収集の際のポイント
　①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いし
ます。 ②回収対象は「飲料用のペットボトル
キャップ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。 ③古切手は、周りを１㎝程度残
して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
　（6月30日受付分まで）

（順不同・敬称略）

結　城　ナヲ枝 有　福　タカ子 日　熊　恵之輔 林　　 芳 文

竹 田 眞 一 有　田　キミ子 青　木　美和子 大　庭　季余子

中 谷 吉 子 藤　本　アサコ 倉 田 繁 子 伊 藤 愛 子

水 津 幸 子 水　津　多喜子 水 津 敦 己 清 水 徳 秀

村 上 克 恵 村 上 良 人 宮 内 文 子 藤 井 邦 子

大 庭 正 則 松　崎　トシコ 廣 瀬 良 惠 永 嶺 静 枝

大　庭　八惠子 山　内　みさを 沖 田 明 子 大河原　フユノ

山　田　美智子 河 村 則 子 水 津 照 子 津 和野 町 役 場

妙 寿 寺 橘 井 堂 こ う の 眼 科 津和野高校つわぶき寮

木 部 公 民 館 コ ー ナ ン 須 川 公 民 館 脇 本 婦 人 会

せ せ ら ぎ 左 鐙 公 民 館 星 の 里 匿 名 １ ７ 名

今日からあなたも『 助け合い （＋
たす

“c
け あ

are”“愛
あい

”） 』の主役になれる！
～ 普段の暮らしに“ケア（配慮や気配り）”と“愛”をプラスして ～

　助け合いの必要性を感じている人やボランティアに関心がある人は多くおられますが、
時間を作って活動するということはなかなか難しいことです。
　ボランティアセンターでは、普段の生活の中で、だれにでも簡単にできる助け合い活動
やボランティア活動を紹介し、だれもが助け合いの主役になれる地域を目指します。

今日からできる助け合い

『心のバリアフリー』
Vol.28

　近年、障がいのある方や高齢者の方が生活しやすいよ
うに段差解消などのバリアフリーが進んできています。
しかしその一方で、周囲からの心ない言葉や偏見、差別、
無関心など心のバリアが問題となっています。点字ブ
ロックがあることに無関心で、無意識にその上に立った
り物を置いたりすることがバリアを作り出してしまってい
ます。

　まずは自分の周りにどのようなバリアがあるのか、障
がいのある方などがどのようなことに困っているのかに
目を向けることが「心のバリアフリー」の第一歩です。
そして、困っている人に
気づき、声をかけるだけ
でバリアを取り除くこと
ができます。
　さあ、あなたも「心の
バリアフリー」を実践し
てみませんか！

　左記の日程でボランティア清掃活動を
行います。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のまち
をきれいにしましょう。
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（
香
典
返
し
）

　

伊
藤　

英
雄　

様
（
部
栄
）

	

（
故　

伊
藤　

キ
ク
子　

様
）

　

田
村　

安
夫　

様（
北
海
道
網
走
郡
）

（
故　

田
村　

キ
ヌ
子　

様
）

　

斎
藤　

利
治　

様
（
鷲
原
）

（
故　

斎
藤　

ト
ヨ
子　

様
）

　

木
村　

一
広　

様
（
直
地
）

（
故　

木
村　
　

茂　

様
）

　

山
下　

光
榮　

様
（
後
田
）

（
故　

山
下　

泰
彦　

様
）

　

土
田　

久
市　

様
（
後
田
）

（
故　

土
田　

ユ
キ
ノ　

様
）

　

陶
山　
　

晃　

様
（
田
二
穂
）

（
故　

陶
山　

幸
範　

様
）

　

岩
本　

路
子　

様
（
後
田
）

（
故　

岩
本　

則
夫　

様
）

　

松
浦　

秀
信　

様
（
山
下
）

（
故　

松
浦　

ハ
ツ
子　

様
）

　

久
保
田　

明
美　

様
（
後
田
）

（
故　

久
保
田　

豐　

様
）　

（
一
般
寄
付
）

　

山
口
・
島
根
地
区
少
年
の
集
い　

様

（
山
口
市
亀
山
町
）

　

匿
名
３
名

（
物
品
寄
付
）

　

流
鏑
馬
保
存
会　

様源
氏
巻
１
１
４
本

　

弘
中　

静
子　

様
（
長
福
）
食
糧
品

　

匿
名
11
名	

	

　

食
糧
品

（
香
典
返
し
）

　

山
田　

浩
資　

様
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

（
故　

山
田　

千
鶴
子　

様
）

　

江
上　
　

茂　

様
（
溪
村
）

（
故　

江
上　

ア
サ
ヨ　

様
）

　

中
川　

佳
彦　

様
（
青
原
）

（
故　

中
川　

笑
美
子　

様
）

　

山
田　

美
智
子　

様
（
枕
瀬
）

（
故　

山
田　

孝
福　

様
）

　

水
津　

正
治　

様
（
池
村
）

（
故　

水
津　

幸
子　

様
）

　

大
庭　

ト
キ
ノ　

様
（
池
村
）

（
故　

大
庭　
　

治　

様
）

　

藤
井　

正
子　

様
（
枕
瀬
）

（
故　

岩
本　

勉
美　

様
）

　

大
庭　

匡
史　

様
（
益
田
市
）

（
故　

大
庭　

玉
代　

様
）

　

匿
名
１
名

（
一
般
寄
付
）

　

日
原
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会　

様

（
物
品
寄
付
）

　

廣
瀬　

良
惠　

様
（
日
原
）
食
糧
品

　

民
生
委
員
生
活
福
祉
部　
様　
食
糧
品

　

山
田　

美
智
子　

様　
　
　

食
糧
品

　

匿
名
２
名　
　
　
　
　
　
　

食
糧
品

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
６
月
30
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

皆様のご厚意は社会福祉事業に活用させていただきます。
発行の都合により掲載時期が遅くなりましたが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

成年後見制度啓発講演会のお知らせ
成年後見制度をもっと楽しく、わかりやすく

落　語　「後見爺さん」
落語家　桂ひな太郎　師匠

日　時：令和元年８月１２日（月・祝）　１４時開演　(13時半開場)

場　所：益田市人権センター（〒698-0036益田市須子町3-1）
入場料：無　料

主　催：益田市社会福祉協議会

共　催：益田・鹿足成年後見センター

お問合せ先：益田市社会福祉協議会

	 ℡0856-22-7256（担当：河上）

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付


